
児童虐待相談対応の現状について



児童相談所における児童虐待相談対応件数の推移

１

※ 平成２２年度全国の件数 ： 福島県を除く
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山口県の児童虐待相談対応件数の内訳①（R4）

身体的虐待 ネグレクト 性的虐待 心理的虐待

山口県
216

（31.4％）
112

（16.3%）
12

（1.7%）
348

（50.6%）

全 国
51,679

（23.6%）
35,556

（16.2%）
2,451

（1.1%）
129,484
（59.1%）

■ 種類別

全国的な傾向と同様、心理的虐待の割合が最も多く（50.6%）、次いで身体的虐

待の割合が多い（31.4%）
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■ 相談経路

家族 近隣・知人 児童本人 福祉事務所

山口県
52

（7.6%）
18

(2.6%)
9

（1.3%）
55

（8.0%）

全 国
18,436
(8.4%)

24,174
(11.0%)

2,822
(1.3%)

11,822
(5.4%)

児童福祉施設等 医療機関 警察等 学校等 その他

山口県
20

(2.9%)
9

（1.3%）
292

(42.4%)
180

(26.2%)
53

（7.7%）

全 国
3,162
(1.4%)

4,188
(1.9%)

112,965
(51.5%)

16,035
(7.3%)

25,566
(11.7%)

警察等（42.4%）、学校等（26.2%）、福祉事務所(8.0%) 、家族（7.6%）の順に

高くなっている。一方、近隣・知人からの相談が全国に比べて低い。

山口県の児童虐待相談対応件数の内訳②（R4）
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全国の児童虐待相談対応件数（種別ごと）の推移

４
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平成25年12月
警察がDV事案への積極的な

介入及び体制を確立したこと
に伴い、警察から児童相談所
への通告が増加



児童虐待防止対策に関する現状・課題と対応

児童虐待の発生予防・早期発見につなげることが大切！

【課題】

【現状】
・児童虐待相談対応件数は高い水準で推移。
・死亡事例（令和３年度74人（全国））をはじめ痛ましい事案も発生。
※虐待により児童が亡くなるケースの約半数は０歳児

➢地域の中で孤立させず、相談できる環境作りが必要

➢地域住民に児童虐待防止対策に関する普及啓発が必要

➢地域の中で子育てに悩む保護者をいち早く発見し、行政

が関与できる環境づくりが必要

５



１８９（いちはやく）サポート推進事業について

趣 旨 児童虐待の防止に向けて、子育てに悩む家庭をいち早く（１８９）

見つけ、早期対応につなげるため、県民や企業と協働し、社会全体で

子育て家庭を見守り、支える環境を目指します。

子ども・子育て家庭

実施ｽｷｰﾑ

見守り活動

①１８９サポーター

県 民

②ヤングサポーター

③虐待防止全力宣言企業

企 業 等

子どもや保護者のＳＯＳの声をキャッチ

連絡

地域の中での見守りや助言

若い世代に虐待防止を普及

県

養成
認定

地域見守り活動等に取り組む企業と
連携し、早期発見・早期対応

社会全体で子育て家庭を見守り支える環境

６



①「１８９（いちはやく）サポーター」について

目 的

○ 児童虐待の未然防止・早期発見に向けて、地域の中で、若い親の
子育て家庭や多子世帯等に対し、見守り活動や声かけ、ちょっとし
たアドバイスなどの活動を行う。

○ 身近な場所で相談できる地域のつながりや困難を抱える家庭を早
期に発見し、対応につなげる役割を担う。

○ 児童虐待の兆しを発見し、児童相談所等に連絡する。

対 象

母子保健推進員、民生・児童委員、ファミリーサポートセンター、母
親クラブ、子ども１１０番の家に登録されている方、登録希望の県民
の方 等

７



②「ヤングサポーター」について

目 的

○ 中学生、高校生、大学生など若い世代から、家庭や子どもを持つ
ことの楽しさや素晴らしさを身近に感じてもらう。

○ 「体罰等によらない子育て」への知識を持ってもらい、交流を通

じて、知識の輪を広げていく活動や虐待防止の普及啓発活動を行う。

対 象

保育・福祉関係資格の養成校（大学、短大、専門学校等）の学生、
コミュニティ・スクールと連携し、学校内子育てひろばを実施する中
学校や高校の生徒 等

８



③「児童虐待防止全力宣言企業」について

目 的

○ 地域見守り活動に取り組む企業・団体等と連携し、児童虐待の未
然防止や早期発見につながる活動を社会全体に普及し、定着を図る。

○ 児童虐待防止に取り組む企業を認定し、企業の取組推進を図ると
ともに、優良な活動報告を取りまとめ、ホームページで公表する。

対 象

地域の見守りに関する協定及び包括連携協定締結企業、誰もが活躍で
きるやまぐちの企業、子ども１１０番の家登録企業 等

９



これまでの取組について

令和2年度

10

令和２年サポーター養成テキストを作成し、９月から対面での研修
をスタートさせ、１８９サポーター、ヤングサポーターの養成を開始。

併せて「やまぐち虐待防止全力宣言企業」の登録企業の募集を行
い、15社の賛同を得て、11月に登録証交付式を開催



これまでの取組について

令和３年度

11

コロナ禍でオンラインで受講可能な研修動画を作成。
レノファ山口と連携するなど各種啓発イベントを開催。



これまでの取組について

12

令和４年度

㈱イズミとの連携イベント

ｵﾝﾗｲﾝﾐｰﾃｨﾝｸﾞの開催 上映会の開催

公式LINEの開設・情報発信



児童虐待防止に関する
相談窓口の紹介



児童相談所名 電話番号 児童相談所名 電話番号

中央児童相談所 083-902-2189 宇部児童相談所 0836-39-7514 

岩国児童相談所 0827-29-1513 下関児童相談所 083-223-3191 

周南児童相談所 0834-21-0554 萩児童相談所 0838-22-1150 

○ 児童相談所

児童相談所は、児童福祉法第12条の規定により子どもに関する家庭

その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を要するものに応ず

ることとされており、市町や関係機関と適切な役割分担・連携を図り

つつ、18歳未満の子どもの福祉や健全育成に関するあらゆる相談、子

どもが明るく健やかに成長していくための支援などを行います。



市町名 担当窓口名 電話番号

下関市 こども家庭支援課 相談支援係 083-231-1432 

宇部市 こども支援課 子育て世代包括支援センター 0836-34-8447

山口市 子育て保健課 家庭児童相談室 083-934-2960

萩市 子育て支援課 家庭児童相談室 0838-25-3536 

防府市 こども家庭課 相談支援係 0835-25-2414 

下松市 こども家庭課 相談支援係 0833-45-1873 

岩国市 こども家庭課 こども家庭センター 0827-29-5076 

光市 子ども相談センターきゅっと 0833-74-5910 

長門市 子育て支援課 こども家庭班 0837-23-1225 

柳井市 こどもサポート課 家庭児童相談室 0820-23-1294

美祢市 子育て支援課 子育て支援班 0837-52-5228 

周南市 あんしん子育て室 こども・子育て相談センター 0834-22-0850 

山陽小野田市 子育て支援課 家庭児童相談室 0836-82-2527 

周防大島町 福祉課 家庭児童相談室 0820-77-5505 

和木町 保健相談センター 0827-52-7290 

上関町 保健福祉課 子育て支援係 0820-62-0184 

田布施町 町民福祉課 児童係 0820-52-5810 

平生町 町民福祉課 こども班 0820-56-7113 

阿武町 健康福祉課 福祉保険係 08388-2-3115 

○ 各市町児童福祉担当課



児童家庭支援センターについて

事業内容

（１）児童に関する家庭その他からの相談のうち、専門的な知識及び技術を必要と
するものに応じ、必要な助言を行う。

（２）市町村の求めに応じ、技術的助言その他必要な援助を行う。
（３）児童相談所からの委託を受けて、施設入所までは要しないが要保護性があり、

継続的な指導が必要な児童及びその家庭についての指導を行う。
（４）里親及びファミリーホームからの相談に応じる等、必要な支援を行う。
（５）児童と家庭に対する支援を迅速かつ的確に行うため、児童相談所、児童福祉

施設、学校等関係機関との連絡調整を行う。

法律上の根拠

児童福祉法第４４条の２

職員の配置

児童福祉に関する必要な資格や知識を有する相談・支援を担当する職員及び心理療
法を担当する職員を配置



県内の児童家庭支援センター

なかべこども家庭
支援センター紙風船

こども家庭支援
センター清光

こども家庭支援
センターぽけっと

はるかこどもの
相談センター

子ども家庭支援
センター海北

県内に５か所の児童家庭支援センターを設置



市町

児童家庭支援

センター

児童相談所

• 一般的な養育相談

• 教育等身近な機関との連携

• 専門的知識を要する相談対応

• 継続指導を要する子ども・家庭
に対する指導（指導委託）

• 法に基づく介入的対応

• 専門的知識・技術を要する指導
等

各機関において連携・協力を行って対応しているが、児童相談所や市
町等行政機関に相談することはハードルが高いと感じる家庭も多い

⇒児童家庭支援センターは地域の中で身近な相談機関である

相談機関の役割分担（イメージ図）



児童家庭支援センターの事業内容図

児童家庭支援センター

連絡･調整連携･相談

里親 ﾌｧﾐﾘｰﾎｰﾑ

要対協 民生委員 母子自立支援員

自立援助ホーム児童福祉施設

児童委員

母子福祉団体 公共職業安定所 婦人相談員 保健所

市町保健センター 精神保健センター 教育委員会 学校

市
町

児
童
相
談
所

地域・家庭

連携
情報共有

指導委託

連携
情報共有

技術的助言 相談 助言



動画放映



つながるやまぐちSNS相談窓口

上手く話ができるか不安･･･

私も相談できるかな･･･

日中は忙しくて時間が･･･



ヤングケアラー専門相談窓口

ヤングケアラーとは

一般に、本来大人が担うと想定されている
家事や家族の世話などを日常的に行ってい
る子どもとされています。その責任や負担の
重さによって、学業や友人関係に影響が出
てしまうことがあります。



１８９サポーター公式LINEアカウント

イベント情報等の配信

サポーター研修動画の
視聴

サポーター活動報告

相談窓口へのリンク

サポーター活動Q&A



県こども家庭課ホームページ


